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【主担当部局：環境生活部】 

県民の皆さんとめざす姿（令和５年度末での到達目標） 

大気や水環境などの身近な暮らしの環境問題に対する県民の皆さんの意識が高まり、お互い協力し

ながら自ら環境の保全に取り組むことで、良好な生活環境が保たれています。このことから、安全・

安心で、快適で豊かな生活を営める社会となっています。 

 

主指標     

目標項目 
令和元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 

 
現状値 

目標値 
実績値 

目標達成 
状況 

目標値 
実績値 

目標値 
実績値 

目標値 
実績値 

大気環境およ
び水環境に係
る環境基準の
達成率 

 94.0％ 

 

95.0％  97.0％ 

98.1％     

目標項目の説明と令和３年度目標値の考え方 

目標項目 
の説明 

大気環境測定地点および河川・海域水域における環境基準の達成割合 

３年度目標値 
の考え方 

全地点および全水域で環境基準を達成することを前提とし、令和５年度の目標達成に向けて
段階的に水質改善を図ることとして目標値を設定しました。 

 

副指標   

目標項目 

令和元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 

 
現状値 

目標値 
実績値 

目標達成 

状況 
目標値 
実績値 

目標値 
実績値 

目標値 
実績値 

大気・水質の排

出基準適合率 

 100％ 

 

100％        100％ 

100％           

生活排水処理施

設の整備率 

 87.4％ 

 

88.4％        90.3％ 

86.0％           

海岸漂着物対策

等の水環境の保

全活動に参加し

た県民の数 

 36,500人 

 

38,000人        41,000人 

30,105人           

無許可による土

砂等の搬入件数 

 ０件 

 

０件        ０件 

－           

 

 

 

Ⅰ「守る」～命と暮らしの安全・安心を実感できるために～ 

 Ⅰ－１ 防災対策 

   Ⅰ－１－１ 防災対策の推進   

   Ⅰ－１－２ 治山・治水・海岸保全対策の推進 

生活環境保全の確保 

 

 



 

現状と課題 

①大気環境はおおむね良好な状態を維持していますが、健康に影響を与える光化学スモッグについては、

依然として、その濃度上昇に備えるための予報等を発令している状況です。 

②河川における環境基準達成率（ＢＯＤ）は、近年 90％以上で推移しており改善傾向にあります。ま

た、海域における環境基準達成率（ＣＯＤ）は、令和元年度に初めて 100％となりましたが、変動

が大きく、特に閉鎖性水域である伊勢湾では広範囲で貧酸素水塊等が毎年発生している状況です。

そのため、「きれいで豊かな海」の観点を取り入れた藻場・干潟・浅場再生による生物生息環境改

善も含めた総合的な水環境改善の取組が必要です。 

③生活排水処理施設の整備は着実に進展してきましたが、整備率は全国平均と比較して低く、引き続

き未整備人口の解消が必要です。 

④伊勢湾等の海岸域では、河川を経由して流入したごみの漂着により、砂浜等の景観の悪化のほか、

漁業や生態系への影響が懸念されています。このような課題の解決に向けて、流域圏での発生抑制

対策と併せて、さまざまな主体と連携した環境保全活動の拡大と活性化が必要です。 

⑤土砂等の埋立地を把握し無秩序な埋立て等を抑止するため、令和２年４月１日に施行した「三重県

土砂等の埋立て等の規制に関する条例」に基づき、厳正な審査業務と併せて土砂等の埋立て等を行

う者に対する立入検査や指導等が必要です。 

 

令和３年度の取組方向 

①工場・事業場からの大気環境への負荷を削減するため、立入検査により法令遵守の徹底等を図りま

す。また、法に基づき大気の常時監視を行い、環境基準等の適合状況を確認します。光化学スモッ

グやＰＭ2.5 の濃度が上昇した際は予報等を発令し、県民の皆さんに情報提供を行います。自動車

環境対策では、ＮＯｘ・ＰＭ法対策地域内における二酸化窒素や浮遊粒子状物質の削減状況を調査

し、三重県総量削減計画の進行管理と地域全体での環境基準の達成状況を把握します。光化学オキ

シダントの原因物質に関する調査研究を行い、研究成果を公表します。 

②工場・事業場からの水環境への負荷を削減するため、立入検査により法令遵守の徹底等を図ります。

また、法に基づき公共用水域（河川、海域）および地下水の常時監視を行い、環境基準等の適合状

況を確認します。伊勢湾の再生のために、「きれいで豊かな海」の視点を取り入れた第９次伊勢湾

総量削減計画の検討を進めます。貧酸素水塊発生メカニズムの解明や生物生産性や生物多様性をふ

まえた伊勢湾再生に関する研究事業を行います。 

③生活排水対策については、「生活排水処理アクションプログラム」に基づき、市町と連携して下水

道、浄化槽および集落排水施設等の効率的・効果的な整備を進め、未整備人口の解消を図ります。 

④伊勢湾の再生に向け、「三重県海岸漂着物対策推進計画」に基づき、海岸管理者、県民の皆さん、

民間団体、企業等による協力体制を拡充していきます。「伊勢湾 森・川・海のクリーンアップ大

作戦」の取組を三県一市の連携により展開し、参加者の拡大を図ります。引き続き、回収・処理お

よび発生抑制対策事業を実施するとともに、複数自治体連携による効果的な対策を進めます。 

⑤県内において、土砂等の埋立て等が適正に行われるよう、「三重県土砂等の埋立て等の規制に関す

る条例」に基づく土砂等の埋立て等を行う者などへの監視・指導活動を実施します。 



 

①  河川等公共用水域水質監視                  20,661千円 → 20,809千円 

② 伊勢湾等閉鎖性水域水質保全対策               13,094千円 → 14,185千円  

③ みえ・川の健康診断事業                      328千円 →   328千円 

                                                             34,083千円 → 35,322千円 

 （増額理由：伊勢湾総量削減計画の見直しに係る委員調整費等の経費計上及び労務単価等が上昇したこと

により委託費が増額となったため） 

 

① 監視指導嘱託員報酬                      2,963千円 → 3,316千円 

② 分析費用（保健環境研究所委託分）                370千円 →  370千円 

      （外部委託分）                     482千円 →  482千円 

③ その他（弁護士費用、旅費、燃料費等）             1,128千円 → 1,540千円 

                                 4,943千円 → 5,708千円 

増額理由：R2 年度は監視・指導費しか予算計上していなかったが、R3 年度は監視・指導費に加えて、大

気・水環境課での許可事務に係る費用を予算計上しているために増額 

① 騒音・振動・悪臭規制事務                     2,383千円 →  241千円 

② 自動車騒音対策                         1,279千円 → 1,280千円  

③ 航空機騒音対策                           888千円 →   719千円 

                                                               4,550千円 → 2,240千円 （減理由：臭気規制に関する規制基準等の検討が無くなったため） 

① 伊勢湾行動計画推進事業費                    541千円 →   539千円 

（・伊勢湾に係る調査研究                      439千円 →    483千円 ） 

②  海岸漂着物対策推進事業費（一般）               339千円 →   305千円 

③  海岸漂着物対策推進事業費（国費）              69,291千円 → 75,793千円 

・海岸漂着物モニタリング調査・発生抑制対策等委託費     13,459千円 → 10,546千円 

  ・海岸管理者（県・市町）の実施事業に対する補助              51,334千円 → 60,187千円 
 

                               70,171千円 →   76,637千円 

増額理由：県内全市町訪問し、補助金を活用した発生抑制対策を打診した結果、要望額が増加 

主な事業 

①大気テレメータ維持管理事業【基本事業名：15401  大気環境の保全】 

予算額：(R2)  １３８，２８２千円 → (R3)  ６６，５１７千円 

事業概要：大気環境測定局の自動測定機器等の保守を行い、大気汚染の状況をモニタリングするほ

か、排出ガス量が多い工場の常時監視をします。また、濃度上昇の際は予報等の発令を

行い、大気環境の保全を図ります。 

 

②自動車ＮＯｘ等対策推進事業【基本事業名：15401  大気環境の保全】 

予算額：(R2)  ６，１４７千円 → (R3)  ５，８４１千円 

事業概要：ＮＯｘ・ＰＭ法対策地域内において、自動車から排出される二酸化窒素および浮遊粒子

状物質の排出量調査ならびに沿道のＮＯｘ調査を実施し、総量削減計画の進行管理等を

行います。 

 

③騒音、振動、悪臭等対策事業【基本事業名：15401  大気環境の保全】 

予算額：(R2)  ４，５５０千円 → (R3)  ２，２４０千円 

事業概要：「三重県生活環境の保全に関する条例」（騒音・振動）に基づき、工場・事業場に遵守指

導を行います。 

 

④河川等公共用水域水質監視事業【基本事業名：15402  水環境の保全】 

予算額：(R2)  ３４，０８３千円 → (R3)  ３５，３２２千円 

事業概要：公共用水域および地下水の水質常時監視を行うほか、伊勢湾に流入する汚濁負荷量  

（ＣＯＤ、窒素、りん）の総量規制に係る調査および見直し等を実施し、河川、海域等

の水質保全を図ります。 

 

⑤浄化槽設置促進事業補助金【基本事業名：15402  水環境の保全】 

予算額：(R2)  １３７，４８１千円 → (R3)  １１８，８１４千円 

事業概要：市町が浄化槽を設置する事業および浄化槽設置者に補助を行う事業等に対し助成を行い、

生活排水処理施設の整備率の向上および水環境の保全を図ります。 

 

⑥伊勢湾行動計画推進事業【基本事業名：15403  伊勢湾の再生】 

予算額：(R2)  ７０，１８５千円 → (R3)  ７６，６３７千円 

事業概要：海岸漂着物対策として、市町が取り組む回収・処理および発生抑制対策事業に助成しま

す。また、「伊勢湾 森・川・海のクリーンアップ大作戦」等の発生抑制対策を広域的

に展開するとともに、きれいで豊かな海の観点を取り入れた調査研究を実施します。 

 

⑦土砂条例監視・指導事業【基本事業名：15404  土壌・土砂等の対策の推進】 

予算額：(R2)  ４，９４３千円 → (R3)  ５，７０８千円 

事業概要：土砂等の埋立て等を行おうとする事業者に対して、条例の許可基準に適合させるための

指導と許可審査を行い、無秩序な土砂等の埋立て等を抑止するとともに、土砂等の埋立

て場所や発生場所等へ立入検査を実施し、監視・指導を行います。 

 

 

① 浄化槽設置促進事業補助金（個人設置型） 

         ２０市町、６３５基、100,745 千円 → ２０市町、５５３基、 85,478 千円 

② 浄化槽設置促進事業補助金（市町整備型） 

    ６市町、２９０基、 30,523 千円 →   ６市町、２５０基、 27,123 千円 

③ 特定地域生活排水処理施設整備促進事業補助金 

（H15 まで実施した事業の「地方債の元利償還額」×（１－交付税率）×１／２を償還年度に交付） 

               ３市町、6,213 千円 →           ３市町 6,213 千円 

                                合計 137,481 千円 →            118,814 千円 

減額理由：市町が、前年の実績額と今年度の事業の進捗状況に社会状況、経済状況を加味して算出した浄

化槽設置基数の要望が減ったため。 


